
『しんせつなともだち』
方 軼羣／作 君島 久子／訳 村山 知義／画 福音館書店
ふぁん いーちゅん

雪のある日、こうさぎはかぶ

を二つ見つけました。一つは食

べて、もう一つを友だちのロバ

にあげました。ロバはそのかぶ

を友だちのこやぎの家に持って

行き…。寒くて食べる物がない

季節、お互いを思いやり、一つ

のかぶをゆずり合う動物たちに心が温かくなります。

『ろくべえまってろよ』
灰谷 健次郎／作 長 新太／絵 文研出版

ちょう し ん た

深い穴に落ちてしまった、犬の

ろくべえ。

あてにならない大人をよそに、

子どもたちは何とかろくべえを助

け出そうと頭をひねります。

みんなで知恵を出し合って、一

所懸命に解決法を考える子どもた

ちの姿が頼もしく見えてきます。

ことばとリズムともだち、ともだち

仲良くできたらうれしいね。けんかをしたら

悲しいね。いつもいっしょだよ。
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『わたしとあそんで』
マリー・ホール・エッツ／ぶん・え よだ じゅんいち／やく 福音館書店

わたしは、はらっぱへ遊びにいきました。

でも、ばったも、かえるも、かめも逃げてし

まって遊んでくれません。わたしがひとりで

遊びはじめて、池のそばにじっと腰掛けてい

ると……。

１９５５年に出版されて以来、愛されてき

た絵本です。

『そらいろのたね』
なかがわ りえこ／文 おおむら ゆりこ／絵 福音館書店

ゆうじときつねが宝物を交

換しました。ゆうじはきつねか

らもらった種を大事に育てた

ので、動物や友だちが集まる大

きな大きな「そらいろのいえ」

になりました。きつねはびっく

りして、家をひとりじめしよう

としますが……。

『だるまちゃんとてんぐちゃん』
加古 里子／さく・え 福音館書店

『ともだちや』
内田 麟太郎／作 降矢 なな／絵 偕成社

『ふたりはともだち』

アーノルド・ローベル／作 三木 卓／訳 文化出版局
たく

～その他にも～
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